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◎課題設定を工夫し、生徒から出る疑問
や予想から、学ぶ意欲へとつなげて
いる授業。
◎生徒一人一人の状況を見取り、一人
一人に必要な支援を考えて生徒に声を
かけている授業。
◎生徒の活動（個人思考や教え合い）に
時間をとり、生徒同士の関わりから
「わかった」「できた」につなげようと
している授業。

△教師と一部の生徒のやりとりだけ
で進められる授業。
△適用題がないため、授業で学んだ
ことをアウトプットする場がない
まま終わってしまう授業。
△生徒の見取りが不十分なため、
個別の支援がないまま終わって
しまう授業。

①すべての生徒が本時のねらいを達成するため適用題で自分
に力がついたか確かめられるようにしましょう。

②適用題の正答率８０％以上を目指し、個々の生徒のつまずき
を想定して支援を行ったり、できた生徒への次の課題を用意
したりするなど、 生徒の実態に合わせた手立てを想定して
おきましょう。

活用問題集B-PLAN（１，２年）の問題を適用題として
出題し、生徒の理解度を見取っている学校もありました。
授業のアイディアも掲載されていますので、ぜひご活用
ください。

□本時でつけたい力がついたかを測ることができる問題に
なっている。

□適用題に取り組む時間を、個の時間として設定している。

イント① 本時のねらいに沿った適切な適用題を設定する。

□授業の中に、苦手な生徒も考えを共有したり、アウトプットし
たりする機会がある。
□苦手な生徒への支援方法が考えられている。（教え合いや
ICTをつかった復習など）

活用問題集B-PLAN
（数学）

【目指す生徒の姿】
①生徒が「わかった、できた」と実感できる
②生徒が数学的な表現を用いて、自分の考えを表現できる

（令和７年度鳥取県教育の重点から）

そのために、以下の点を意識した授業づくりをしましょう。
①生徒が個人で取り組む適用題を実施し、教師が理解状況を把握する
と
ともに、個別の状況に応じた支援を行いましょう。
②教師が説明する時間を減らし、生徒が活動する時間を確保しましょう。

今年度の数学訪問では、令和７年度数学科の授業づくりのポイントをもとに授業を参観
し、意見交換をさせていただきました。そこから見えた状況をもとに、生徒が「わかった」
「できた」と実感できる授業へレベルアップするためのポイントを２点お伝えします。

【わかる、できる授業づくりに関すること】
□本時のねらいに即した適用題を実施する
□適用題の正答率８０％以上を目指し、適用題が解けた生徒には、次の課題を
準備する
□適用題が解けるよう、個別に支援する

【自分の考えを表現する授業づくりに関すること】
□教師の説明する場面を精選し、生徒の活動する時間を十分に確保する
□生徒の学習状況を見取り、個に応じた指導や支援をする
□全ての生徒が説明（表現）する機会を確保する

令和７年度数学科の授業づくりのポイント

活用問題集B-PLANを活用（１、２年生）

生徒の学びを見取り、個別の支援につなげる。

教師は生徒一人一人の理解度を見取り、個々に合わせた支援を行っていました。また、
全体での協働的な学びの場でも、生徒の「わからない」を引き出し、全員で解決
しようとしていました。さらに、適用題が早く終わった生徒には応用問題が用意され、
難易度の高い問題にもチャレンジすることができるよう工夫されていました。

求めるための式、角や補助線などを図に書き込むよう指示があることで、生徒が、
本時のねらいである、多角形の内角の和、外角の和の性質を使って考えようとして
いるかを、見取ることができていました。

参考にしたい授業の様子 改善が必要な授業の様子

数学訪問に係る学校への提示資料より

適用題を活用した好事例 【南部町立南部中学校】

＜本時のねらい＞ 多角形の内角の和、外角の和の性質を使って、角の大きさの求め方
を考え、説明することができる。

＜本時の適用題＞

２年生 図形の調べ方

下の図で、∠𝑎、𝑏、𝑐、𝑑、𝑒、𝑓の角の大きさの和を求めなさい。

求めるための式や、わかった角の大きさ、使った文字、補助線などを図に必ずかこう。

それをもとに、求め方を自分の言葉で説明できるように考えてみよう。

＜求め方＞

例） 辺FCとなるように補助線を引き、辺DCと辺FEとの交点をPとする。
また、∠𝑓の下の角を∠𝑔、∠𝑐の上の角を∠ℎとする。
△PDEと△PFCについて、三角形の内角の和は180であり、

対頂角は等しいことから 残りの角の和も等しいので

∠𝑑 + ∠𝑒 = ∠𝑔 + ∠ℎとなる。
四角形ABCFについて、内角の和は360°より

∠𝑎 + ∠𝑏＋∠𝑐＋∠𝑓 + ∠d＋∠e ＝∠𝑎 + ∠𝑏＋∠𝑐＋∠𝑓＋∠𝑔＋∠ℎ
＝３６０°

今後の授業づくりで大切にしてもらいたいこと

授業の前半は、問題をどう求めるか、様々な考え方で説明し合う活動でした。そこで
学んだことを使い、問題が変わっても自分の言葉で説明できるかを問う適用題として
設定されていました。

ナイスポイント②

ナイスポイント①

【中学校 数学科】すべての子どもに
「できた」「わかった」を！
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